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東部地区学力向上推進協議会

埼玉県のマスコット「コバトン」「さいたまっち」

全国学力・学習状況調査
を活用した授業改善

令和２年１月２４日（金）

東部教育事務所 学力向上推進担当
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各学校へのメッセージとして・・・

○全国学力・学習状況調査は、学習指導要領で
求めていることを、問題の形で分かりやすく表
しています。

○調査の対象学年や対象教科だけではなく、学
校全体で組織的・継続的な取組によって改善を
図っていくことが大切です。

○「報告書」や「授業アイディア例」などを積極的
に活用し、授業改善を図っていきましょう。
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平成３１年度
（小学校国語問題）

普段から、目的や意図に応じて自分の考えを
明確にして書かせる活動をしていますか。

目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、ま
とめて書くことができるかどうかを見る問題

【正答率】１ 三
県 ２７．１％
全国 ２８．８％

（略
）

１

高
橋
さ
ん
の
学
級
で
は
、
生
活
の
中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
を

調
べ
、
友
達
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、

公
衆
電
話
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
次
は
、
高
橋
さ
ん
が
書

い
て
い
る
【
報
告
す
る
文
章
】
で
す
。

こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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授業改善の視点（例） 小学校・国語（書くこと）

単元で取り上げる指導事項

・取材メモ（箇条書き）の書き方

・必要な事柄の取捨選択

・読み手に伝わりやすい記述の仕方

・調べて分かったことと自分の考えとの区別

・学習の振り返り方

指導案の「学習内容」の欄に明記
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時 主な学習活動 学習内容

１

２
・
３

４
・
５

６

・単元の学習課題を確認し、
単元の終末に向けた見
通しをもつ。
・報告する文章のモデルを
読む。

・文章構成表をもとに清書する。

・書いた文章を友達と読み合い、
学習を振り返る。

・取材メモ（箇条書き）
の書き方

・必要な事柄の取捨選択

・読み手に伝わり
やすい記述の仕方

・調べて分かったことと
自分の考えとの区別

・学習の振り返り方

授業改善の視点（例） 小学校・国語（書くこと）

単元で取り上げる指導事項（学習内容）を踏まえた言語活動（学習活動）を設定する。

学
校
生
活
等
で
気
に
な
る
こ
と
を
調
べ
て
、
友
達
に

報
告
す
る
文
章
を

書
こ
う

児童の「調べて報告したい」という思いを高める。

身近な生活からの題材
報告する必要性が実感
できる題材

報
告
す
る
必
要
性
を
高
め
る
た
め
に
、
さ
ら
に
具
体
的

な
読
み
手
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

選んだ事柄が、自分の考えの理由や
事例としてふさわしいかについて
吟味する場を設定する。

例：ペア・グループでの
話合い活動

必要に応じて、図表や
グラフを用いるなど、
工夫して書く。

具体的な読み手を設定した場合には、
読んだ感想をもらうことも考えられる。
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平成３１年度
（小学校算数問題）

減法の式が、示された形の面積をどのように求め
ているのかを、数や演算の表す内容に着目して書
く問題

「事実」を記述する問題

【正答率】
県 ４１．０％
全国 ４３．９％

無解答 県８．３％ 全国６．７％

２０が長方形の面積、４が三角形の面積
を表していると記述できているが、

２０－４について記述ができていないも
のが１６．７％
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授業改善の視点（例） 小学校・算数

図形の構成についての見方を働かせ、
図形を捉えることができるようにする
ために、図を基に式に表したり、図と
関連付けて式を解釈したりする活動を
全ての学年で行うことが大切です。

切る 移動する

とる
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平成３１年度
（中学校国語問題）

書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文
の使い方を検討しながら書くことができていますか。

意見文の下書きに書き加える言葉として適切なもの
を選択することができるかを見る問題

【正答率】 三 一
県 ８７．４％
全国 ８７．４％

三

青
木
さ
ん
は
、
「
地
域
と
私
た
ち
と
の
つ
な
が
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
意
見
文
を
書
い
て
い
ま
す
。
次
は
、
青
木
さ
ん
が

書
い
た
【
意
見
文
の
下
書
き
】
と
、
読
み
返
し
た
あ
と
新
た
に

取
材
し
て
見
付
け
た
、
青
木
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
【
広

報
誌
の
一
部
】
で
す
。

こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

青
木
さ
ん
は
、
読
み
手
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い

文
章
に
す
る
た
め
に
、
【
意
見
文
の
下
書
き
】
の

の
と
こ
ろ
に
言
葉
を
入
れ
て
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

書
き
加
え
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１

か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

（（略
）
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授業改善の視点（例） 中学校・国語（書くこと）

単元で取り上げる指導事項

・読み手が共感したり納得したりすることができる
資料の取捨選択

・伝えたいことの根拠に関する助言の仕方

・読み合う際の推敲の観点

・学習の振り返り

指導案の「学習内容」の欄に明記
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授業改善の視点（例） 中学校・国語（書くこと）

時 主な学習活動 学習内容

１

２

・

３

４

・単元の学習課題を確認し、
学習の見通しをもつ。
・各自で必要な資料を集める。

・資料にある情報が、伝えたいこ
との根拠としてふさわしいかに
ついて、グループで助言し合う。

・意見文の下書きをノートに書く。
・下書きを推敲の観点に沿ってグ
ループで読み合う。

・清書を
する。

・学習を振り返る。

・読み手が共感したり納
得したりすることができ
る資料の取捨選択
・伝えたいことの根拠に
関する助言の仕方
・読み合う際の推敲の観点

・学習の振り返り

単元で取り上げる指導事項（学習内容）を踏まえた言語活動（学習活動）を設定する。

資
料
の
中
に
あ
る
情
報
を
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
用
い

て
、
読
み
手
に
分
か
り
や
す
い
意
見
文
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

意見文のテーマに沿って、自分が読み手に伝えた
いことを決め、伝えたいことにふさわしい根拠につい
て考える。

意
見
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
「地
域
と
私
達
と
の
つ
な

が
り
」、
「地
域
の
伝
統
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
」、
「身
近

な
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

生徒が下書きを書き直した例を
学級全体で共有し合うことで、論
の展開にふさわしい語句や文の
使い方を検討しながら書く力を高
めるようにする。

ア 自分の伝えたいことにふさわしい根拠
が示されているか。
イ 資料の中から根拠として取り出した情
報が正確に書かれているか。
ウ 読み手を意識し、自分が伝えたいこと
の根拠として十分な内容が示されているか。
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平成３１年度
（中学校数学問題）

問題解決の過程を振り返り、立てた方法の見通しと、問題解決に用いた
方法について比較・検討し、うまくいったことやうまくいかなかったこと
を場面と関連付けて整理する活動を行っていますか。

問題解決のために数学を活用する方
法を考え、説明できるようにする。

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学
的に説明することができるかどうかをみる問題

【正答率】
県 ３２．８％
全国 ３４．７％

健太さん 「本体価格は冷蔵庫Ｃの方が高いので、最初のうち
は冷蔵庫Ｂより冷蔵庫Ｃの方が総費用が多いね。」

お姉さん 「１年間あたりの電気代は冷蔵庫Ｃの方が安いので、
使い続けると冷蔵庫Ｂより冷蔵庫Ｃの方が総費用が
少なくなるね。」

健太さん 「それなら、２つの冷蔵庫の総費用が等しくなると
きがあるね。」

冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃの総費用が等しくなるおよその使用年数を
考えます。下のア、イのどちらかを選び、それを用いて冷蔵庫Ｂと
冷蔵庫Ｃの総費用が等しくなる使用年数を求める方法を説明しな
さい。ア、イのどちらを選んで説明してもかまいません。

ア それぞれの冷蔵庫の使用年数と総費用の関係を表す式

イ それぞれの冷蔵庫の使用年数と総費用の関係を表すグラフ
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授業改善の視点（例） 中学校・数学

○「なぜ」や「どのように」などの発問を通じて、理由や根拠を踏まえながら考
えさせたり説明させたりする学習活動

○言葉や数、式、図、表、グラフなどの表現を適切に用いて、事象を数学的に簡
潔かつ明瞭に表現する学習活動

○ICTや図、具体物等を活用して、視覚的にイメージをもたせたり、体感させたり
して数学に対する興味・関心を高める学習活動

【例】 数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成する学習の流れ

生徒が目的意識を

もって主体的に取り
組める学習課題を
設定

導入

・自力解決
・解決過程を振り返り得られた
結果の意味を考察
・他者の考え等を踏まえながら
統合的・発展的に考察

展開

・適用問題の工夫
・生徒の言葉を生か
したまとめ
・授業の振り返りを
自分の言葉で記述

まとめ・振り返り

「主体的・対話的で深い学び」を実現するための手立て（例）

算数・数学のよさや楽しさを子供たちに実感させる授業改善に取り組んでいくことが大切

（算数・数学）
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平成３１年度
（中学校英語問題）

情報や考えを即座にやり取りしたり、相手の発話の内容
を踏まえて、それに関連した質問や意見を述べたりする
活動をしていますか。（この場合は英語で発信）

聞いて把握した内容について、やり取りするこ
とができるかどうかを見る問題

【正答率】
全国 １０．５％
（参考値）
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平成３１年度
（中学校英語問題）
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授業改善の視点（例） 中学校・英語

授業の中に、教師と子供、子供同士などで、やり取りをする場面がありますか。

【例】 言語活動を通して、コミュニケーションを図る資質・能力を育成する学習の流れ

教師主導で、
やり取りや
発問・話題の
投げかけ

子供同士で
やり取り

「会話を継続・発
展させる方法」
についての
気付きや再確認

●同じ活動や類似

のトピックを用いた
やり取りを再度実施

●代表の子供と教
師がやり取り

【ポイント】
・ やり取りのモデルを示す。（教師の自己開示、子供の興味・関心が高いトピック等）
・ 「聞くこと」の指導
（聞き手は、①話し手の考えや気持ちの理解に努める、②自分の考えをもって聞く、③話し手に注目する など）

→ 「学級経営」とも大きく関連 （教師が「学びの集団作り」を意識することが重要）

授業の中に、子供が即興で、言語活動を行う場面がありますか。

【ポイント】
・ 読み原稿を準備させない。あるいは、メモや絵、写真などの視覚情報の準備にとどめさせる。
・ 子供がコミュニケーションの目的や場面、状況等に応じて、自分の頭の中で情報を整理したり、考
えを形成、再構築した上で伝え合うことが重要。（すぐにできることではないので、繰り返し行う。）
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御清聴ありがとうございました。


